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点滴静脈注射の演習では、点滴バックの準備、ルート接続、
刺入から抜針までの実施方法をしっかり学んだ

穿刺に使用した器材は受講者一人ひとりに渡された。各々がトレー
ニングできるよう黒川さんが手作りした

注射での静脈穿刺を学ぶ受講者たち。手順を確認しながら慎重
に手技を訓練

勉強会の企画・運営を担当している
黒川依子さん

勉強会は注射の基礎知識についての講義からスタート

2021年度勉強会の振り返りから
受講者により役立つプログラムを

予定していたシミュレーション演習は各事例についての対応の確認に変更

2日目はシミュレーション演習と輸液ポンプ・シ

リンジポンプの取り扱いです。

シミュレーション演習では、「アナフィラキシー

ショック」と「迷走神経反射」の2事例について対

応を考えます。ところが、今回の勉強会では当日に

なって予定が変更に。各事例についての標準的な対

応を確認した後、1日目に学んだ基本の技術の確認

となりました。経験のない新人看護師がシミュレー

ションを行うには、状況をイメージして動き方を考

えなければなりません。受講者たちには前日に事例

への対応が課題として与えられましたが、イメージ

と自らの動きを具体的に結びつけることは難しかっ

たようです。シミュレーション演習の運び方に課題

を残すことになりました。

輸液ポンプ・シリンジポンプの取り扱いに関して

は、予定どおり講義と演習が行われました。

2021年度の勉強会におけるシミュレーション演

習で生じた課題について、黒川さんは次のように振

り返りました。

「新人看護師に考える糸口を見出してもらえるよう

な働きかけが必要であることを痛感しました。SNS

や動画を活用するなど、わかりやすく状況が把握で

きる方法を考えなければいけませんね。シミュレー

ション演習では、急変対応だけでなく、基本知識・

技術の応用も身につけられます。常に応用が求めら

れる臨床現場に立ったとき、受講者に少しでも役立

ててもらえるプログラムにしたいと考えています」

2020年度の勉強会は、新型コロナウイルス感染

症対応（発熱外来の開設）により6月の実施でした。

1カ月ではありますが、受講者が臨床現場を長く体

験していたことで、シミュレーション演習の際も実

際の様子をイメージしやすかったようだといいま

す。勉強会の実施時期も来年度以降の検討要素の1

つになるのかもしれません。

新しい試みを行う際の難しさがうかがえる一方

で、新人看護師が自信をもって業務に取り組めるよ

う育成を進めたいと、新しい試みに取り組んだ看護

部の熱意が感じられる勉強会でした。
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べスリクリニック
臨床心理士・公認心理師

蓮見紋加さん

解説

あるがままの自分を受け入れることができる
マインドフルネスな状態を目指すトレーニングを。

どんどん先に進んでいる同期の姿に焦りを感じます。
自分と比べて不安になりぐるぐる考えてしまいます。

ナース
の
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心のモ
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を
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解決！

今回のストレス

vol.10

人と比べて焦りを感じる、不安で頭がぐるぐるするとい

うのは、誰かから何か指摘されたわけではなく、自分で自

分を評価しているときではないでしょうか。脳は使ってい

るとどんどん温度が上がり、活動がより活発化します。つ

まり考えれば考えるほどぐるぐるしてしまうのです。

その対策として、マインドフルネスな状態を目指すト

レーニングをお勧めします。マインドフルネスとは、今

という瞬間への評価や判断を挟まない気づきの状態のこ

と。自分に対しての評価は、瞬間的・自動的に行われて

います。そんな自分の思考の動きに目を向け、判断を挟

まないようにすると、あるがままの自分を受け入れ、気

持ちを落ち着けてリセットすることができます。

呼吸を使ったトレーニング方法を紹介します。❶気づ

いたときいつでも、呼吸に意識を集中します。息を吸う

／吐くたびに、お腹がふくらんだり引っ込んだりするの

を感じます。❷意識を集中している間に、湧いてくる思

いや感じに注意を向け、評価せずにただ観察します。❸

思いや感じ、物事への見方に変化が生じたら、それにも

注意を向けてみましょう。「気が散ってしまった」「うま

くできない」などのマイナス評価が浮かんでも「ダメだ」

と思わず、「そういう気持ちが浮かんできた」と観察でき

るようになることをイメージするといいですね。
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